
今日は　本会設立の大きなきっかけ　動機　というか　追い風になった

第49回国民体育大会　　　　　　　　「わかしゃち国体」　

　　　　　　　　いい汗キャッチ！ 生き生き愛知

との両輪大会

第30回全国身体障害者スポーツ大会　「ゆめぴっくあいち」

あなたがタッチ　心のバトン

の　「開会式」のあった日で　１９９４（平成６）年11月12日（土）　あれから29周年の記念日

この大会の開催に先行し　平成2年4月28日に設立した本会が「ゆめぴっくあいち」の開催に果たした

働きは　指導者　選手　競技役員　大会運営　各種ボランティア　と人材の育成を核に　多大であった

あいしる あいち 「かける」記

第73号 ２０２３年11月12日（日）

発行責任者： 愛知県障害者スポーツ指導者協議会 顧問 森長研治

 〒461-0011 名古屋市東区白壁一丁目50番地 愛知県社会福祉会館

                                愛知県社会福祉協議会 障害者スポーツ振興センター内
                                                                                                                         http://www.aslad.com/



5年後の開催時

会員が

競技役員・審判員として

選手団役員として

選手団選手として

教員として

福祉施設職員として

自治体職員として

各種ボランティアとして

その他関係者として

活躍された

そして

大会運営

県実行委員会事務局にも



この中にも　若いころの会員がいる



多くの皆さんに支えられ運営された大会だったが

そうした中「愛知県身体障害者福祉団体連合会」さんを始め

県を代表する障害者団体さんの担われた役割　働きは計り知れない

そんなことを　想い出しながら幸田町に出かけた　　

愛知県身体障害者グランドゴルフ大会　　　　２０２３．１１．１２（日）

IN　幸田町大日蔭グラウンド・ゴルフ場

主催者の「愛知県社会福祉協議会　障害者スポーツ振興センター」

事務局の皆さんには　「かごしま」からのつかれが　残っていない筈がない

と　思われるが　職務とは言え　連日の準備・運営　ありがとうございます

運営協力：幸田町グランドゴルフ協会のみなさん







来賓の会長さんは　選手でもある

懐かしい姿を目にして　なんかしんみりした　嬉しかった

混ざって　一緒にしたかったが・・・



指導者協議会のメンバーもおられた



「みなさん　何をされているのでしょうか？」

「ホールインワン賞を準備しているんです」

チョッとだけ　手伝った

楽しかった！

できれば　来年も　来ようと思う



「みんな笑顔で！　第14回スポ・レク大作戦」が開催され（午後の部）

２０２３．１１．１２日（日）

IN　刈谷市心身障害者福祉会館

「愛知県障害者スポーツ指導者協議会」の自主事業で

刈谷の皆さんが中心になって　運営を始めて14回　手前味噌ですが　大したもんだ

「インフルエンザ感染予防」の意味も含めて

「新型コロナウイルス感染症感染防止」自衛策として　午前午後の二部制で運営されていた

（それくらい　大変だった　と言うことで　　この事業も　オンライン　録画？にしたこともあった）

刈谷のメンバーが　中心となって　指導員に　市社会福祉協議会　地元の中学生が参加されて

スタッフの子どもさんも　スタッフとして加わって

スタッフ打ち合わせが行われた



ハキハキとし　元気があって　モチベーションがあがった　

そして　始まった「開会式」



「パス・パス・ダンク」：ミニバスケットボール

企画が手作りなら　　ボールや道具も参加者の手作り

先ずは　自己紹介から　

そして　ミニバスケットのボールを手作りして・・・作戦会議

ゲームが始まる　とものすごい熱戦　接戦のゲームになった

盛り上がった　誰が選手で監督かサポーターかスタッフか　数倍の人間が

参加しているかのような　歓声だった　　　上手く表現できない



私 写真を撮るのも忘れてしまって・・・　夢中になった

自然に出た　声と　拍手の連続





コミュニケーションツールを使っておられた参加者



ゲームの結果が　劇的だった　なんと第三クォーター同点になったのだから

両チームが優勝！！ こんなことが　あるんだ



お疲れさまでした

準備に相当の時間と手間を費やされ

それが　実を結ぶんだから・・・

毎回そうなんですが　今回も企画アイディアが凄いと思う　それと「入魂」ですか

会場の全員が例外なく　「文句なしに楽しかった」　という顔をされていた　　

「する人　みる人　ささえる人　つくる人」と　表現したくない　できない　みんなが混在していて

そんな　「共生社会」が存在していた　　　　早くも次回が楽しみです　　　　　　　　　もりなが


